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研究結果の概要 

１．背景と目的 

本研究は、富山県の後期高齢者を対象に、BMIとフレイルの関連を明らかにしました。高齢化

率が高い当地域において、健康寿命の延伸は重要な課題です。本研究の目標は、BMIを用いたフ

レイルの予測可能性を探ることにありました。 

 

２．方法 

研究デザインは横断研究で、分析には富山県における後期高齢者健診の受診者のデータを使用

しました。対象者は 75 歳以上の後期高齢者で、BMI データが正確に記録されている者を選定し

ました。フレイルの評価には、後期高齢者質問票を用い、身体、栄養、口腔、認知、社会の 5 つ

の側面を考慮しました。 

分析方法としては、まず全参加者の BMIの得点分布を調査し、その後 BMIを 1 単位ごとのカ

テゴリに分けて、フレイルの該当者の割合を算出しました。このプロセスを通じて、BMIとフレ

イルの関連性を視覚的に確認しました。さらに、多重ロジスティック回帰分析を用いて、BMIと

フレイルの関連を詳細に分析しました。 

 

３．結果と考察 

BMI とフレイルの間には U 字型の関係が認められ、過度に低い BMI および高い BMI の両極端

な値がフレイルのリスクを高めることが示唆されました。この結果は、フレイル予防策としてBMI

の管理の重要性を示唆しており、特に極端な値を示す対象への介入の必要性を強調しています。

本研究にはいくつかの限界があります。横断研究であるため因果関係の推定には制限があり、ま

た、BMIを 1単位ごとのカテゴリに分けたことによる情報の粗化が分析の精度に影響を及ぼして

いる可能性があります。さらに、後期高齢者健診受診者に限定されたデータであるため、選択バ

イアスの影響を排除することはできません。 

今後の展開 

今後の研究では、これらの限界を克服し、より精密な分析を行い、BMIとフレイルの関連を明ら

かにすることが望まれます。また、他の生活習慣病関連指標との関連性についても検討すること

で、フレイル予防に対する包括的なアプローチが可能となるでしょう。 

今後は、後期高齢者健診における後期高齢者質問票のデータが KDBデータに蓄積されれば縦

断的な BMIとフレイルの発生について検証することができるため、BMIのフレイルに対する

予測力を検証することが期待されます。また、後期高齢者における生活習慣病関連の指標

（HbA1c など）の他の指標について BMIとの関係を検討することも重要です。 

 


